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はじめに 

 平成 27年 1月 27日に新しい認知症施策推

進総合戦略（新オレンジプラン）が提示され

た（図１）。平成 26 年 11 月に行われた先進

8か国会議で認知症問題が取り上げられたこ

とを背景に、認知症対策を省庁横断的に国家

対策として取り組むことを示したものであ

る。大きく 7つの柱からなるが、認知症初期

集中支援チームはこのうち、１．認知症の容

態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供

と２．認知症の人の介護者への支援の柱とし

て取り上げられ、新オレンジプランのなかで

も重要な試みとして位置付けられている。 

 

認知症初期集中支援チーム 

 認知症初期集中支援チームの概略を図２

に示す。ポイントは複数の専門職が、認知症

の人や家族をこちらから訪問することであ

る。この場合の「初期」とは必ずしも疾患の

初期段階という意味ではなく、初動 first 

touch を意味しており、「集中」は認知症の

人及びその家族を訪問し、アセスメント、家

族支援等を包括的・集中的（おおむね 6か月）

に行い、自立生活サポートを行ったうえで本

来の医療やケアチームに引き継いでいくこ

とを意味している。 

 

鳥取市における認知症初期集中支援チーム 

 

 鳥取市では平成 29 年 1 月から認知症初期 

集中支援チームが本格稼働し、現在に至って 

いる。チーム員は専門医および医療と介護の 

専門職 6 名以上で構成されている。当初は 1

チームでスタートし、平成 29 年 6 月からは

にしまち診療所悠々の認知症サポート医で

ある演者が加わり、2 チームで活動している

（図 3）。 

 
認知症初期集中支援事業実績 

平成 29 年 1 月以降 2 年間の活動実績を表

１に示した。A、B 両チームで関わった対象

者は 18 人。女性が多く、80 歳以上高齢者が

6割を占めた。依頼を受けたのは家族が最も

多く、次いで民生委員、ケアマネジャーな

どであった。チームの介入により医療機関

を受診していなかった 11 人のうち、9 人が

新たに認知症と診断された。また 11 人が新

規に介護認定を受け、10 人が介護サービス

を継続して受けている。 
 
 
表１．事業実績 

支援対象者 18 人 

 

性別         世帯状況 

 

 

 

 

年齢         相談者 
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図１．認知症施策推進総合戦略 

（新オレンジプラン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．認知症初期集中支援チーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３．鳥取市の認知症初期集中支援チーム 

 

 

演者（B チーム）が本年 4 月から関わった

6人の詳細について表 2,3 に示した。 

 

 

B チームの現状 

（平成 30 年 4 月～11 月） 

 

表２ 介入前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 介入後 

 

 

 

          表３ 介入後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の課題 

 １．認知症初期集中支援チームの認知 

 ２．支援を拒否する認知症者への対応 

 

 


